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1．はじめに

　愛媛と言えばみかんが有名だが，他にもすばら

しいものがある。私たちは，大学のフィールドワ

ークという授業をきっかけに，古い町並みや道の

駅フレッシュパーク「からり」で有名な内子町を

知った。今年8月，Iターンをして内子町に移住

された大崎考さん（37歳，千葉県出身）と桃子さ

ん（32歳，静岡県出身）を訪問し，農業体験をし

たときのことだ。大崎さんご夫婦は，3年前まで

は都会暮らしであったが，現在は農業で生計を立

てている。

　今，愛媛の農業は生産者の高齢化・後継者不足

などにより危機的な状況にある。しかし，内子町

ではIターン就農者の受け入れを整備しており，

団塊の世代や若者が農業に従事し，農業を活性化

しようとする動きがみられる。私たちのこの農業

体験を通して，感じたこと，考えたことや愛媛県

の魅力を一人でも多くの人に伝えたいと考える。

2．愛媛県内子町の農業とIターン就農者

　内子町は平成17年ユ月1日に旧内子町・旧五十

崎町・旧小田町が合併した。人口総数ユ9，885人，

世帯数7，312戸，面積約300㎞2，第1次産業であ

る農業就業者数2，223人の町である。内子町は観

光資源として，年間約80万人が訪れる古い町並み

があり，特産物としては，ぶどう・もも・栗など

の果物や生じいたけなど多彩な農産物の生産が盛

んで，年間約60万人が町内外から訪れる直販所

「からり」などが展開している。

　「からり」＝道の駅「フレッシュパークからり」

とは，内子の農家で取れた農産物の直売所であ

り，消費者の安心感を重視したトレーサビリティ

システムが導入されている施設である。このシス

テムは消費者と生産者の関わり作りにも貢献して

おり，農家の意識が高まり，品質が向上してき

た。また，顧客二一ズに沿った店作りが進み，そ

れがさらに客を呼ぶという好循環になり，売り上

げは年々伸びてきた。今や，他の自治体や農家，

IT企業からの視察も相次ぎ，町のシンボルの一つ

となっている。

　しかし，内子町でも産業構造の変化の中で兼業

化の進展と農業構造の弱体化，さらに農村社会の

過疎化・高齢化が進んでいる。年々，総人口・農

業就業者数共に減少しており，農家の状況も年々

変化している。そのような中でも，Iターンとし

て新規に農業を始める人々が増え，若者も農業に

取り組む人々が増えている。
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　Iターンとは，都会で生まれ育った人が自然に

恵まれた環境や人とのふれあいを重視したライフ

スタイルなどを求めて地方に移住することであ

る。今回お世話になった大崎さんご夫婦は都市で

の勤めから抜け出し，冬でも雪が積もらない暖か

い所で暮らしたいという思いを持っており，また

山の暮らしに憧れていたことからIターンを行っ

たそうだ。

　大崎さんご夫婦は，プライベートブランドとし

て「天然酵母　やまそだち」という「野菜便」を

通して，季節の野菜を10数種類詰めあわせ，定期

的にお客さんの家まで郵送するという経営を行っ

ている。直売所「からり」に野菜やその加工物（漬

け物）を出品することもある。有機農家の先輩か

らわけてもらい，種から野菜を育てるなど自分た

ちの畑に合った野菜づくりを目指し日々努力され

ている。

　なお，Iターン就農者が内子町を選ぶ理由とし

て，豊かな自然・美しい景観があり子どもを育て

るのに最高の環境であったことや，直売所「から

り」での販売が期待でき，先行する新規就農者が

いたからだそうだ。

3．私たちの農業体験

11〕農業体験

　私たちは，8月18日出～20日（月〕の2泊3日で農

業体験を行った。大崎さんが所有する畑の面積は

5反あり，私たちはこのうち3か所の畑で農業体

験をさせていただいた。

　18日は，家の裏手にある山の上の畑で，トマト

などの野菜を収穫した。畑からの帰り道では特産

物のしいたけ栽培を見ることができた。夕食に

は，収穫したトマトや大崎さんの畑で取れた野菜

を使ったサラダや煮物料理をおいしくいただい

た。

　19日は，朝6時に起床して前日とは別の場所に

ある2つ目の畑で野菜を収穫した。私たちが収穫

したのは，ナス・ピーマン・インゲン・小豆・オ

クラ・枝豆・トウモロコシだ。白ナスやオクラの

花が咲いているところを初めて見た。ナスという

と紫色というイメージがあったが，収穫の際に白

いナスを発見した時，今まで見たことがなかった

ので3人共驚き，そしてまた新たな発見をしたい

という探求心がわいた。桃子さんに勧めていただ

いて，収穫したての生のピーマンとインゲンを食

べた。ピーマンは苦いと思っていたが，食べてみ

ると苦くなくてみずみずしかった。

　20日も，朝6時に起床し3つ目の畑に行った。

この日は，じゃがいもの植え付けと落花生にかか

っている雑草の除去を行った。じゃがいもの植え

付けは，穴を掘る人・じゃがいもを置く人・もみ

がらをかける人に分担して交代しながら作業をし

た。じゃがいもを植える際は，芽が出る方向を上

にして置くように注意した。落花生にかかる雑草

を除去する際には，落花生を傷つけないように気

をつけて行った。

　大崎さんの畑は，農作物を荒らされないよう

に，イノシシ際けの電気柵を取り付けたり，番犬

をつないでいたり工夫が凝らされていた。また，

野菜は無農薬であり，栽培する際には雑草も適度

に管理しながら作物と共存させている。肥料も鶏

糞や米糠などの環境にも健康にもよい有機肥料を

使っている。作物を育てる時には，「おいしくな
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れ」というような思いを込めて植えるとよりおい

しい作物が育つと教わった。

（2〕味噌作り

　大崎さんは毎年4月または8月に味噌作りのイ

ベントを行っている。この味贋作りのイベント

は，毎年地域の人が集まって作っており，みなさ

んが昼食には一品ずつ持ち寄り，大きな机を囲ん

で一緒に食べるという形式になっている。アット

ホームな雰囲気が印象に残った。私たちも，朝収

穫した野菜幸使ったオーブン焼きを作った。

　味噌の作り方の手順としては次のようである。

材料：大豆15㎏，白米5kg，こうじ2袋，塩6kg，

　　　大麦10㎏

※こうじとは，米を硬くたいて専門の液を入れた

もの。

①大豆を煮る。

②大豆をつぶす。

③塩を入れる。

④こうじを入れる。

⑤ピンにつめる。（空気を抜くために，たたい

　て投げ入れる）

⑥塩を表面に敷き詰める。（カビの発生を防ぐ

　ために，外側を厚くする）

4．終わりに

　今回の体験で実際に農業を行っている方と交流

し，多くのことを学ぶことができた。

　大崎さんは私たちに，この体験が将来自分のや

りたいことが見つかるきっかけになればと言って

くださった。この3日間で，大崎さんご夫妻を含

め地域の人と触れ合うことができれその触れ合

いを通じて，都会で働いて生計を立てる生き方の

他にも，大崎さんのように農村に移り住み自給自

足の生活を営むという生き方もあるということを

知って将来を考える上での視野が広がった。

　大崎さんは農作業をしていると旅行などで家を

長期間空けることができないので，今回のような

農業体験や味噌作りなどで家を訪れてくれる人々

との交流を大事にしたいとおっしゃっていた。ま

た，非農家出身の若者が「食」を知るということ

に意義を感じておられ

　「ボラバイト」（ボランティアとアルバイトの中

間的なもの）やウーフ（宿泊を無料で提供する代

わりに農作業をやってもらうお金は介さないやり

とり）に興味を持たれているそうだ。

5．提　　言

　この作業は手作業で行い，みんなで協力して行

った。できあがった味喀は，一年ほど熟成させる

とおいしく食べれるようになる。私たちも，帰る

時に前回の味口曾作りで作られた味喀を分けていた

だいた。20日の昼食の時に，収穫したインゲン入

りの味噌汁を食べた。味噌は味喀什にするのが一

番おいしいと思った。

ll）農業を経験したことがない方へ

　内子町には大崎さんご夫婦のように農業をする

機会を積極的に提供しようとしてくださっている

人がおられる。このような方々の存在を農業体験

をしたことのない，より多くの人々に広めること

が必要だ。また私たち自身が地元の農業について

知ろうとすることも大切だ。

12）夫崎さんご夫婦のように，これからIターン

　就農をする方へ

　Iターン就農をする際には，大崎さんご夫婦の

ように実際に何箇所かの地域を訪れ，その地域の

風土や町並みなどを理解した上で，これから移住

する場所を選択していくのがよい。その際にIタ

ーン経験者の方にアドバイスをもらうのも一つの
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方法であると考える。

（3）産業・行政に関わる方へ

　Iターン就農者や若者などの農業に興味を持っ

ている方に対し，農業体験という形で農業を中心

として地域の方と触れ合ったり，風土や町並みを

知ったりできる機会を積極的に提供し，より農業

を身近に感じることができるきっかけを与えてほ

しい。

（4）全国の愛媛をあまり知らない方へ

　本レポートを通じて，愛媛はみかんだけではな

いということが伝わったと思う。今回，私たちが

農業体験を行ったのは内子町だったが，全国の愛

媛をあまり知らない方には，内子町をはじめとす

る愛媛の様々な地域を訪れ，自分なりの愛媛の良

さを発見してもらいたい。

是非，一度愛媛を訪れて下さい。
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